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2グリーン・久保公式の赤外線発散については、 T.Petrosky， Foundations ofPhysics， 29(1999) 1417; 29 (1999) 




















































































































N -2 N 
H(p，q)=Ho+λv=ヱム+之内Iq; -q; 1) (2.1) 
12m i〉j t j 


















N 三2 N 
H(p，q) =去LL)子会(1 )+ λL~e-j{ 勺山










































Lo =-iv・o/々 と書かれる。但し、 v-=p/m、即ち、速度ベクトルで、ある。ウィグナー表示を使うと、
この形は量子系でも同じである。従って、 L。の固有状態は
Lo 1 k，p)) = (k. v) 1 k，p)) 
で表される。ここで、

















p<O) = Jφ1 O，p))((O，p 1， 




示している。射影演算子はL。の固有演算子、即ち、 Lop(μ)= p<μ)Lo = (k. v)P<P)で、あり、また、








LH I F~J1)(λ))) =z~) IF~μ)(λ))) (3.5) 
αはμと共に、固有関数を特徴づけるパラメーターで、ある。 λ=0での境界条件はλ→0に対し
てIF~J1)(λ))) → P<J1) IF~μ)(0)))で与えられるものとするD 即ち、摂動が小さくなる極限で、 LHの
固有関数はL。の固有関数に連続的に移行するものとする。ここでp<μ)に直行する相補的な射
影演算子グ)三l-P<匂導入する。それはcjJ1)p<J1)= P<J1)cjJ1) = 0とψヅ=グ)の関係、を



















































<<ft~μ) 1 LH = Z<:)<<ft~P) 1 (3.8) 
ここでは、ジョノレダFン・ブロックへと導くような、もっと一般的な場合を考えないことにして、次の双
直交、双完備関係、を仮定する、








































どす =止595)(+is)Po{PIv--PN，t) (4.1) 


























































































と書ける(文献5) 。ここで、 αk と Jkは、夫々、波数 k~こ付随した角度変数と作用変数であり、 ωk
は振動数である。ここでの議論では、的 =ω-kを満たす事と、叫が k~こ滑らかに依存した関数
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